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青　原　彰　子

0 ， ク ン ケ ン ・ジ ャ ム ヤ ン シ ェ
ーパ 1 世 ガ ワ ン ・ツ オ ン ドゥ

ー （kun　m   yenね m

dbyangs　bzhad　pa　ngag 　dbang　brtson　
’
grus，1648−1721）著 『サ ム ス クチ ェ ンモ 』 （bSam 　gzugs

chen ・me
，
　SZCM ） は， ゲ ル グ派デ プ ン 寺 ゴ マ ン 学堂 の 僧 院教科書 で あ る．僧 院教育

は 問答 と講義に よ っ て 成 り立 っ て お り， 講義 に用 い られ る教科書 は問答 を記述す

る とい う著述 方法 を取 っ て い る
1）
． 現在 もこ の よ うな教科 書 に よ っ て 教 育が行 わ

れ て い る ． 「サ ム ス ク チ ェ ン モ 』「止 観の 章」 は ， ツ ォ ン カバ の 「ラ ム リム チ ェ ン

モ 』 （Lam ・rim・chen ・mo
，
　LRCM ）厂止住の 章」の 主要な部分 を問答の 形 式 に よ っ て 記述

して い る ． 青原 ［2011b］が 明 らか に した よ うに ， 「止住」（zhi 　gnas） と 「勝観」（lh・g

mth ・ng ） に は そ れ ぞ れ二 種 あ り， 厂止住」 は 第一 義 的 に は 軽安 （shin 　sbyangs ） を得

た 等持（三 昧）（ting　ge　
’
dzin）， 第二 義的に は軽安 を得る以前 の 段 階の 九種心住 （sems

gnas　dgu） を指示 し ，

一 方 「勝観」 は 第一義 的に は 軽安 を得 た等持 （三 昧）の 後段階

に お け る伺 察， 第二 義的 に は そ れ の 前段 階 の 伺 察修 （dpyod　sgom ）を 指示 す る ．

こ の 二 種の 止 住 と勝 観は LRCM が 止 観の 修習次 第に 関す る議論 にお い て 導入 し

た もの で あ り，
SZCM もま た LR ．CM に従 い

，
こ の よ うな 二 種 の 止 住 と勝 観 に立

脚 して 問答 を展 開す る． 本稿 は， SZCM の 止 観の 修習次 第に関 す る問 答を取 り上

げ ， 同問答の 狙 い を明 らか に する こ とを 目的 とす る．

1 ． 先 ず もっ て LRCM が 二 種 の 止観 を導入 す る 文脈 を確認 し て お こ う．　 LRCM

は 「順序が 決定 して い る 仕方」の なか で 次の よ うに 主張 する ．

　 先に 止 住 を成就 して か ら， それ か ら，そ れ 〔止 住〕に依 っ て 勝 観を修習 す るの で あ る．

　 （LRCM289b4 （Toh5392　Pa312a4））

　LRCM は こ の 「止住 → 勝 観」の 主張 が 『阿毘達磨集論』の 所説 と矛盾す る よ う

に 見 える こ と を指摘す る ．

しか し
， 『阿毘達磨 集論』 に 「ある もの は 勝観 を得た が，止 住 を得 て い な い ．彼 は，勝

観 に依拠 して 止住に 精進す る」 と説か れ て い るの は何 故か とい うな らば ， （LRCM291a3

（Toh5392 　Pa313b5 −6））
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　LRCM は こ の 矛 盾 を ま さ に 二 種 の 止 観 の 導 入 に よ っ て 解 決 し よ う とす る．

LRCM に よ れ ば ， 「勝観 → 止 住 」 は
， 「勝観」 と 「止住」が と もに 第一 義 的 な も

の で ある 場合 も第二 義的な もの で あ る場合 も成 立する ．前者 の 場合 は
，
SZCM の

説明 3．5 で 明 らか とな る よ うに 第一 静慮以上 の 止観修習 の 特殊 な場 合で あ りt 後

者の 場合は SZCM の 説 明 3．2 に 該当す る．

2 ． SZCM は LRCM と違 っ て 『阿毘達磨集論』が 論ずる 止観の 修習 次第の すべ

て の 可 能 性 を提 示 す る ．

【対論者】［主張］止観を新規 に成 就する修習の 順序に 決 りは な い ． （SZCM51b6 （G68 ．7−8））
［証因］『阿毘達磨集論』

2）
に次 の ように 説か れて い る ．

（1）ある もの は止 住 を得た が ， 勝観を得て い ない ．

（2）あ る もの は勝観 を得た が ， IE住 を得て い な い ，

（3）あ る もの は止 住 を得て い ない し ， 勝観 も得 て い な い ．

（4）あ る もの は止 住 も勝観 も得て い る． （SZCM51b6 − 52al （G68 ．7− 10））

　対論者は 『集論』 を教証 と して
， 止観 に は多様 なあ り方が あ る か ら， 「修 習の

順序 に は 決 りはない 」 と主 張 して い る．

3 ． SZCM は， 『阿毘 達磨 集論』 が 想定す る （1）〜 （4）の 可 能性 を， 二 種 の 止 観

を導入 して 次の よ うに整理 す る ． 第 一義 的 な止住 と勝 観 をそ れ ぞ れ 「（正 ）止 住」

「（正 ）勝観 」， 第二 義的な止 住 と勝観 をそれ ぞ れ 「（随）止住」「（随 ）勝観 」 と表記

して ，修 習の 順序 を → で 表す． 解説順 に 提示す れ ば以 下 の とお りで あ る．

　（1）a （随）止住 → （随）勝観　　　　　　 （1）b （正 ）止 住 → （正 ）勝観

　（2）a （随）勝観 → （随）止住　　　　　　 （2）b （正 ）勝観 → （正）止住

　（3）a （随）勝観 → （随）止住　［
＊

（3）b 一止 住 ・勝観］　［
＊

（4）＋ 止住 ・勝観］

　（4）は
， すで に止住 も勝観も獲得 し終わ っ た状態 で ある か ら， 修習次第に は 関

係 が ない の で 触れ られ て い ない ． （3）b は
， 正規 の 止住 も正 規 の 勝 観 も得 て い な

い 場合 で
， 修 習 次 第と して は （1）b と （2）b の 両方 の 可 能性 が あ り， そ の 両 者 と

ま っ た く同 じ状態 に な るの で 触れ られ て い ない ． そ れ に対 して （3）a は ま っ た く

の 初学者 の 修習過程 を想定 した もの で
， 詳細 な問答が な され る ． 問答記述 は冗 長

で あ る の で
， 解説 の 中心 とな っ て い る証 因の み を提 示す る ．

3．1 ． （1）a （随）止住 → （随）勝観の 場合

　そ の 主 旨の ジナ プ トラ の 『〔集論〕註釈』
3）

に
， 「そ れ 〔四 つ の 止 観の あ り方〕にお い て

一

　 番 目 は，止 住 を得 て い る の で
， 座 しなが ら t 心 を安住 させ 〔乃 至 〕等至 〔を修 して 〕，

　 また，勝観 を得て い な い の で
， その 等持 （三 昧）に依 っ て後で そ の よ うに座 して ， 法そ れ
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　 らを思択 し 〔乃至〕周遍 伺 察を 〔修 した〕」 と説か れ て い る か らで あ る．（SZCM52bl − 2

　 （G69．1−6））

　こ の 『〔集論〕註釈』 の 記述 は
，

九種心住を （随）止住 とみ な し，
四種作意を（随）

勝観 とみ な して い る ． （随）止 住 → （随）勝観の 場合 は ， 実際 に は
，

九 種心住 → 四種

作意 と修習す る．

3 ．2 ． （2）a （随）勝観 → （随）止住の 場合

前 に九種心住 の 安住修の い ずれ も得て い な くて
， 如実 と如量 に 関する伺 察修 を した と い

う， 改心の 経験 を得 た こ とを 「勝観 を得た」 と して か ら ， そ れ に よ っ て ，再び ，止住を

得るため に ， 〔九種〕心住 を育て る こ とを ， 「勝観に依 っ て止住 を成就 した」 と言説 して

い るか ら．（SZCM52b6 −53a2 （G69．14− 17））

分別 が大の 分の 者 で な くて ，煩悩が 大の 分の 人 （プ ドガ ラ） は 〔その 煩 悩 を〕浄治 〔浄

惑〕す る た め に
， 先 に その 〔瞋 な どの 〕煩悩の 対治で ある慈 な どに 関 して伺察修の 経験

をして か ら，煩悩 を断 じて，それ か ら安住修に入 るこ とがある． 〔中略〕『菩提道次第論』
4）

に ， 嘸 常 と輪廻 の 過患 と菩提心の 修治 に お い て も， 改心 の 経験が 生 じる こ とが止住 に

依 っ て い る とい うひ どい 誤謬 になるだろ う」 と説か れた か ら．（SZCM54a2 −5 （G714 −10））

　慈 を所縁 とす る 伺 察 修や ， 無常 ， 輪廻の 過 患 ， 菩提 心 を所 縁 とす る修 習 も，

（随）勝観 とみ なされ て い る．（随）勝観→ （随）止住 の 場 合 は
， 実 際 には， 無常 ・菩

提心等の 伺察修 → 九種 心住 と修習す る．

3 ．3。 （3）a （随）勝観 → （随）止住の 場合

した が っ て
， 再 度 〔説明す る な ら，〕根 本 よ り聞 とい う点か ら伺察修 あるい は勝観に精

進する ．それ 〔聞〕を先行 させ て か ら， 九種心住の 止住 に精進す る と い う意味 で あるか

ら． （SZCM53a5 −6 （G70．4−5））

　（随）止住 も（随）勝観 も得 て い ない 状 態 と は ， 凡夫が は じめ て 仏教 に 出会 っ た状

態 で あ り，
こ の 状 態 に お い て は先 ず聞が必 要 で あ る． した が っ て ， （随）止住→

（随）勝 観 とい うこ とはあ り得な い ． 「（随）勝観」 は 聞を指 し ， 「（随）止住」は 九 種

心住 を指す． すな わ ち ，
こ の 場合 の 修習 は 聞→ 九種心 住で あ る． 聞に 「根 本 よ

り」とい う限定 が付 されて い る． こ の こ とか ら ， 道 に入 る 以前の 聞が意図 され て

い る．

　（2）a （3）a の （随）勝観 → （随）止住 の 場合 ， 思 択 な どの 四種作 意 だ けで な く， 聞

や ， 慈 を所縁 とす る 伺 察修 や ， 無常 ， 輪廻 の 過患 ， 菩提心 な どの 修習 も（随）勝観

とみ な され て い る ． こ れ ら （随）勝観の 道次 第上 で の 位置 を確認す る な らば ， 如量

如実 と菩提心 は 「大士 の 道 の 次第」に ， 輪廻 の 過患 は 「中士 の 道の 次第」， 無常

は 「小士 の 道 の 次 第」， 根本 か らの 聞は 「道以前の 基礎」に それ ぞ れ 位置づ け ら
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れ る ． 問答 は ， 「大士」か ら 「道 以前 の 基礎 」へ と（随）勝観の 範囲を拡大 して い る．

　こ の よ うに （随）勝 観を道次第上 に 位 置づ け うる の は
，
LRCM が 道次第の 各項 目

に つ い て 安住修 と伺察修 を適宜行 うべ きで あ る と主張す る か らで ある． た と えば

LRCM は 「道以前の 基礎 ・善知識 へ の 親近」に お い て 次 の よ うに述べ て い る．

善知識 に対す る信 を修習する こ とと，有暇具足 は利益 が大 きく得難 い こ と と，死 ・無常

と， 業果 と，輪廻 の 過 患 と，菩提 心 を修 習す る こ と な ど に は 伺 察修 が 必 要 で あ る ．

（LRCM43b4 −5 （Toh5392 　Pa49a2 −3））

何度伺察 して も， 心住が 生 じる こ とは あ り得 ない の で
， そ の 〔場合〕 に は

， 安住修 をな

す こ とが必要で ある． （LRCM44a3 （Toh5392　Pa49a6−49bl））

　SZCM は LRCM が 道次 第の 各部分 に 説 く安住 修 と伺察修 を第二 義 的 な止 住 と

勝観 とみ な し
，

この よ うに
， 問答の 展 開の なか で

， （随）勝観 の 指示範 囲 を道次第

全体 に 広 げる こ とに よ っ て
， 道次第 を止観の 観点 か ら俯 瞰 して い る．

3．4 ， （1）b （正 ）止 住 → （正 ）勝観 の 場合

　 第
一

静慮の 近分か ら第
一

〔静慮〕地 に含まれ た止住を得て ，勝観 を得て い ない の で ，了相

　作意
5）

を修習する人がい る か ら． （SZCM55b2 −3 （G732 −4））

　第
一

静慮の 近 分未至 か ら
， 軽安 を得 て す な わ ち （正 ）止 住 を得 て か ら

， （正 ）勝観

を修習す る． こ れ こ そが
，

LRCM が 説 くとこ ろ の 止観 の 修 習の 順 序で あ る ．

3 ．5 ． （2）b （正）勝観 → （正）止住の 場合

　 『本地 分』
6）

に ， 「さ らに また苦 〔諦〕か ら道 〔諦〕まで も ， 正 し く如実 に 知 っ たが ， 第
一

静

　 慮 な どを得て い ない 、彼 は
， 座 っ た 直後 に心 を安住 させ て

， 法を思択 しな い ．彼は
， ま

　 さ に そ の 増 上 慧 に 依 っ て か ら増 上 心 を 加 行 す る 」 と 説 か れ て い る か ら． （SZCM

　 55b4−6 （G73．7− 11）） （LRCM291a5 −6 （Toh5392　Pa314a1−2））

LRCM は 『本地分』 の 所説 を次 の よ うに 説明 して い る ．

　彼は
， 第一静慮の 近分 に よ っ て含 まれ た止住を得て い な い の で はな く，第一静慮の 根本

　 定以 上 の 止住 を得て い な い ． それ も ま た四 諦 を現前に証得 して か ら， そ れ に依 っ て か

　 ら
， 第

一
静慮以 上 の 止住 を成就する ． （LRCM291a4 −・5 （Toh5392 ・Pa313b6 −314al））

　SZCM は こ れ を次の よ うに解 説 して い る ．

　 そ の 教の 意味は ，

一
度に 〔三 界の 九種の 〕煩悩 を断ずる者 の よ うに ， 近分の 勝観に依 っ

　 て ，殊勝 な る止住 とい うな ん らか の 根本定 を得 た とい うこ とで あ り， （SZCM55b6 −56a1

　 （G73 ．11−12））

　こ の 『本地分』が 想定す る修習 は
， 外道で （正 ）止 住 を獲得 して 仏教 に転 向して

，

三 界 九種 の 煩悩 を
一

度 に 断ず る 預流果以上 の 聖者の 修習で あ る ． 当該の 仏教 転向
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者はすで に軽安を得て い る わ けで あ る か ら
， 仏教 の 四諦十 六 行相な どを伺察す な

わ ち勝 観 した として も， そ れ は 第一義 的な正 規 の もの で あ り，
そ の あ とに 再度等

至 に 入 っ た な らば正規 の 止住 を得 る こ とに なる 。 『本地 分』 が 想定する修習 は
一

般的 な もの で は ない ． しか し重 要 なの は
，

こ の 特殊 な修習 に お い て は （正 ）勝観 に

先 行 して （正 ）止 住が 成立 して い る とさ れ る 点 で あ る ．LRCM も SZCM も第
一

義

的 な修 習次 第 を止 住 → 勝 観 とす る が 故に ，
こ の よ うな 『本 地分』解釈が 可 能 と

な っ て い る．

4 ． 以上 『阿毘達磨集論』が 提示す る 1L観の 修習次第の 有 り様 を出発点 とする ，

LRCM の 二 種 の 止観 に基 づ く SZCM の 問答 を検 討 した． こ の 問答 は， 最 初 に対

論者 が 「止 観 を新規 に 成就す る 修習」 と言 っ て い る よ うに
， 新規 に止観 を獲得す

る まで の 次第を説示 した もの で ある． 第
一 義的 な正規 の 止観 を獲得 して か ら仏位

を得 る まで は説か れ て い な い ． ま っ た くの 初学者か ら第
一

義的 な正規の 止観 の 獲

得まで を道次第に あて はめ て俯瞰 して い る ．LRCM は
， 止 観の 功徳が修習の 功徳

すべ て を包摂す る と説 い て い る が
，

SZCM は道次第全体を二 種の 止観に よ っ て 俯

瞰す る と と もに
， 第

一
義的 な正 規 の 止 観の 修習 をそ こ に位置づ けて い る． SZCM

が道次第の 全体 を止観修習の 観点か ら俯瞰 しつ つ
， 生徒達 に仏教の 修道 の 体系を

その 各段 階 を有機 的に 結 び つ け なが ら教示 し よ うとする意 図が 明 白に読み 取れ る

で あろ う．

1）SZCM の 問答記述 に つ い て は青原 ［2011aコに 詳説 した．　　　 2 ）D4049 　Ri99a6−b1 ；

AS75 ．19−24；T1605 ．31．685b1H8 ．　　 3）D4053 　Li66a4−5； 該当す る 『雑集論』： D4054

Li229a2−3：ASBh91 ．5−7；T1606 ．31．741cll−12．　　　 4）LRCM290a2 −3 （Toh5392　Pa312b3）．

5 ）了相作意は，未至定七作意 の
一

つ で あ り，第一義的 な勝観 に他 な らない ．　　　 6）

D4035 　Tshil56a7−b1 ； T1579 ．30．343a25−27．
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